
（別紙３）

○事業所名 いちごいちえ(児童発達支援)

○保護者評価実施期間 2024年　4月　1日 ～ 2025年　3月　31日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○従業者評価実施期間 2024年　4月　1日 ～ 2025年　3月　31日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　4月　25日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

・活動プログラムが固定化しないように職
員でミーティング等を行い工夫している　　
・保育士・PT・児童指導員といった専門職
が療育、支援に関わっている

・主体性や対話を大切にしている　　　　　
・利用者の興味関心に沿った活動の提供　　
・一人ひとりのアセスメントを各専門職の
視点で行うことができている

・一人ひとりの目標に沿った支援に取り組
む　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・今後も様々な経験ができるような活動を
考えていく

2

・日々の支援に関して家庭、保育所、幼稚
園などの関係機関と内容等を伝えあうこと
ができている

・お帳面、対面、電話等で様子を分かりや
すく伝えるようにしている　　　　　　　　
・ＳＮＳを活用し、支援、活動の様子を発
信している

・引き続き、連携ととっていき情報を共有
していく

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・非常時等の対応に対する周知不足　　　　
(緊急時対応、防犯、感染症)　　　　　　　　
※訓練等は実施しているが発信不足

・契約時に説明を行っているが、それ以降
の周知不足　　　　　　　　　　　　　　　
・ＳＮＳ、掲示物(写真など)の発信不足

・ＳＮＳ、活動の様子をその都度、保護者
の方へ発信していく

2

・地域との交流の場、保護者同士の交流の
場が行われていない

・児童への支援を最優先していたため、取
組み不足

・保護者が参加しやすいイベントを企画し
、少しずつ交流の機会を増やしていく

3

事業所における自己評価総括表公表


